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みなみラウンジでは 
外国人のための「生活ガイダンス」を行っています 

 南区、特に中区との区境になる地域では、外国人

が年々、増加しています。地域では「外国人に日本

の生活習慣や南区のまちの良さを知ってほしい」と

いう声が、外国人からも「日本での暮らし方を知り

たい」という声があがり、みなみラウンジでは、外

国人の皆さんに母語でこうしたことを伝える「生活

ガイダンス」を去年の10月から始めています。 

 これまでに中国語８回、英語３回ほかタガ

ログ語・韓国語も含め計17回のガイダンスを

行ってきました。参加した外国人の方々から

は「ごみの分け方がわかった」「町内会のこ

とに関心をもった」などの感想をいただいて

います。これからも随時、生活ガイダンスを

行っていきますので、日本の暮らしにまだな

じんでいない外国人の方を見かけたら、ぜ

ひ、ラウンジをご案内ください。 

ごみの分け方につ

いて、みなさん、熱

心に聞いていまし

た。「今日から間違

えずに出せます」と

ニッコリ 

 

生活ガイダンスで、外国人の方々に、日本の生活

習慣についての理解を深めていた

だくことは、とても良いことだと思い

ます。これからも、ラウンジに、地域

の日本人と外国人の橋渡し役と

なっていただきたいですね。 

ロメロさん(右上）も講師の一人。

フィリピンから来日してまだ数日と

いう受講者の皆さんは「母語なの

でわかりやすかった」と話してくれ

ました。 

ラウンジ言語スタッフのほか 

語学ボランティアも講師を 

みなみラウンジも「世界の文化体験」

ブースを出店します。遊びに来てね！！ 

＜南区役所地域振興課℡045-341-1238＞ 

外国人数 10,373人（市内3位） 
外国人比率 5％(市内2位） 

【2019.2末現在】 

2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 

南区 
桜まつり 

ステージイベント、模擬店、バザー、
被災地物産展などなど楽しい催しが
いっぱい！ 

★大岡川プロムナード  
 桜のライトアップ＆ぼんぼり点灯 
 3/23(土)～4/10(水) 18時～22時 

※月～木曜は21時まで 

 3/31(日）10時～15時/蒔田公園 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南区は、横浜市内でも外国人が多く住んでいるエリアです。日本の社会で、日本語を学び、日本人と交流している外国人もいます。南区で活躍している外国人にスポットライトを当ててご紹介します。 

 

特集:南区で活躍する外国人(１) 

注： 
※1.母語を使って行う支援 

来日間もない外国籍・外国につながる児童生徒へ 
母語のわかるボランティアを派遣し、子どもの様子によっ 
て、学校生活全般に慣れるための「初期適応支援」 
をしたり、学習をサポートする「学習支援」をしりしてい 
ます。 

※２.専門通訳 
みなみラウンジ等で行う外国人相談（法律・行政 

・教育）の通訳 
※3.面談などの場面で、言葉に不安を感じる保護者へ 
の支援で、母語のわかる通訳を派遣します。 

～ボランティアで 
新しい目標も見つけました～ 

 
★来日して 19年目、日本語は 
就職に有利になるからと勧められて 
中国で学びました。日本に来た時、 
言葉の不安はあまり感じませんで 
した。 
★学校でのボランティアは、日本 
語と中国語の両方話せることを生 
かしたいと思っていたところ、先 
輩の中国人ママから進められて始 
めました。自分の子どもが幼稚園と小学校に通って
いたこともあり、子育てとも両立できそうと思って
始めて 6年目。今は 3校の学校に母語を使って行う
支援※１で通いながら、専門通訳※2や小中（学校）
等の市民通訳※3をやっています。ボランティア活動
を通して日本の学校のことが分かり、自分の子育て
に生かすことができ、日本と中国双方の学習用語も
学べ、自分の日本語の勉強にもなっています。 
★印象に残っているできごと：親子間の通訳をした
ことです。保護者は昼間一生懸命働いていて、日本
語の学習までは手が回らず、話せる言葉は中国語だ
け。子供は毎日保育園に通う中でどんどん日本語を
覚え中国語を忘れてしまっているため、親子の間で
も通訳が必要でした。とてもびっくりしたことを覚
えています。 
★中国の子どもたちや保護者をサポートしていく中
で、新しい目標が持てました。「日本語を教える先生
になりたい」と思うようになり、日本語教師に必要
な 420時間の講習も受けました。現在、その目標に
向かって頑張っています。 
 
 

ちょうさいえい 

張 彩英さん 

～言葉で、困っている人の役にたちたいです～ 
 
★タイの大学で日本語を学び、日系企業で日本語
を使って、通訳等の仕事をして働いていました。
来日して 1年半、現在はみなみラウンジでタイ語
スタッフとして働く傍ら、学校などでタイから来
た子どもや保護者への通訳をしています。 
 
★通訳することで、その人の伝えた 
いことややりたいことが伝わって 
ホッとしていただくと、こちらも 
幸せになります。小学校で、日本 
語の漢字やひらがなの覚え方を教 
えてあげて、できるようになった 
時は、自分のことのように 
嬉しかったです。 

 

 

 

由元クワンチャノックさん 

シリーズ 
タウンニュースの記者が“見た・聞いた・感じた” 

このコーナーでは、地域情報新聞「タウンニュース」

南区版の門馬康二編集長が、日々、南区を回る中

で感じたことなどを綴っていきます。門馬編集長は南

区を担当して 12 年目。区役所などの行政機関や商

店、市民団体などを取材し、イベントなどの現場にも

足を運んで記事を書いています。 

 

桜まつりの書道体験で、初めて筆を握る日本の子が頑張って

書く姿に感動しました。この活動で、日中の文化交流が深まっ

たと感じました。中国出身：常 娥（じょう が）さん 

地域施設で韓国料理の講座もしています。みなさ
んが韓国について、興味を持ってくれたらうれしいで
す。韓国出身：金正順（キム・ジョンスン）さん 

フェスタなどでインドネシア料理を出すことを通

して、インドネシアがどんな国か、知ってほしいで

す。インドネシア出身：中崎サンニさん 

日本語と母語の両方ができる方は、学校で通訳として活躍されています。 
中国から来た張彩英さんと、タイから来た由本クワンチャノックさんにインタビューしました。 

 

～ 日本語はまだ勉強中だけれど、 

英語を生かして、交流活動をしています～ 

フィリピン出身：ロメロ・テレシタさん 

 

来日して 3 年、日本語は難しいですが、 

勉強するのは楽しいです。 

小学校の特設英語クラブの講師は、 

最初恥ずかしい気持ちもありましたが、だん 

だん慣れてきました。英語が初めての子が多 

かったので、アルファベットや発音の練習をゲームのようにしたとこ

ろとても盛り上がりました。フィリピンの文化紹介は、色々な学

校でやらせてもらいました。フィリピンのことを知らない子どもたち

がその国のことを知ろうとする姿をみると、とてもやりがいを感じま

す。生活ガイダンスの講師として、日本のごみのルール等をタガ

ログ語でフィリピンの方に伝える経験は、自分のためにもなりま

した。日本のごみのルールはとてもよくできていて、自分の国にも

伝えたいと思いました。 

 今、日本で勉強しているフィリピンにつながる子どもたちには、

せっかく日本で教育を受けられる機会に恵まれたのだから、大

変なことだとは思いますが、日本語と日本の文化をしっかり勉

強してほしいです。英語ができると世界とつながることができるの

で、その楽しさ・素晴らしさを伝えていきたいです。 

英語を使って活躍される方、日本語を学んで日本人と交流した
いと思っている方、日本の良さを広めたいと思う方、皆さんの周り
にもこんな素敵な外国人がいますよ。 

 

～日本人とたくさん 

交流したいです～ 

 

 

 

 

 

モンゴル出身： 

チンバト・トゥゲスデルゲルさん 

私はモンゴルの高校で日本人の

先生から日本語と日本文化を

学びました。今は横浜国大大学

院 1 年生です。日本語の上達

のためより多くの日本人と交流を

しようと思っています。大学では

日本人の友人がたくさんできまし

た。友人とはできるだけ日本語で

話すようにしています。 

 より多くの日本人と知り合えた

ら、お互いの国のことを紹介しあ

い、相互理解の貴重な機会に

なると思っています。 

～日本の良さを 
広めたいです～ 

 
 
 
 
 
 
インド出身： 

ダメネカル・ヌプルさん 

 日本に来て 6年。日本に

来ると決まった時は、日本

文化を体験できること・日

本人と出会うことにワクワク

しました。私は日本の桜や

お花見がとても好きです。

日本料理は私にとって、とて

もユニークで、お寿司・ラー

メンが好きです。地域によっ

て料理に特徴があります

ね。日本を外国人に紹介

する”matcha”というサイト

でいろいろなことを紹介した

りしています。 

 

ラウンジのフェスタや 

地域のお祭りにも 

多くの外国人が 

参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

興味があったら、ぜひ、その国のこと

について聞いてみてください。 

参加者の外国人の皆さんは、日本人と

のふれあいを心待ちにしています。 

これを機に新しい取り組みや動きが

始まってほしい」と期待。こども食堂の

主催者が余った食材を融通し合える

仕組みを作ろうとするなど、すでに連携

が進んでいます。みなさんの活動と子ど

もの居場所が連携できる可能性も大

いにあるでしょう。今後に注目です。 

南区に近い、中区若葉町にある
「Art Lab Ova 横浜パラダイス会館」
を含めて 20 カ所を紹介しており、利用
できる時間帯や連絡先がまとめられて
います。 
現 在 は 区 社 協 の ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.minami-shakyo.
jp/work/renrakukai/ QR コードか
らも参照可能） 
内で紹介。4 月 
以降、Ａ3判両 
面の紙版を区内 
の小学校を通して 
児童に配布する準 
備を進めています。 
同ネットワークのアドバイザーで、「子ど
もの未来サポートオフィス」の代表を務
める米田佐知子さんは「地図になっ
て、居場所の存在が可視化されること
は大きい。 

南区内に「こども食堂」がこの数年で
増える中、食堂や学習支援拠点などの
情報がまとめられた「南区子どもの居場
所マップ」が完成し、2 月下旬からインタ
ーネット上で公開が始まりました。 
 作成したのは、公共施設などで構成さ
れ、2016 年に発足した「南区子どもの
居場所づくりネットワーク」と区社会福祉
協議会、区役所です。ネットワークに加
盟する団体や施設が連携し、子どもの居
場所をより充実したものにしようと、交流
会を開き、その中で子どもの居場所をまと
めた地図づくりが決まりました。 
マップに子どもが参加できる食堂や学

習支援施設とフリースペースなどを掲載。 

｢子どもの居場所｣地図に 

施設設関係者ら作成 

 

マップを手にするネットワーク関係者 

 

桜まつりで

モンゴルの

言葉体験

コーナーを

します。 

http://www.minami-shakyo.jp/work/renrakukai/
http://www.minami-shakyo.jp/work/renrakukai/


発行者/みなみ市民活動・

多文化共生ラウンジ 

みなみ市民活動・多文化共生ラウンジでは、市民活動・生涯学習、多文化共生のための相談や情報提供のほか、活

動場所・印刷機等の利用・機材の貸出(要登録)をしています。登録・予約不要で利用できるミーティングコーナーも。 

●利用登録団体のみなさん、「アクセスみなみ」に活動紹介や仲間募集を掲載しませんか！ 

〒232-0024 横浜市南区浦舟町3-46 浦舟複合福祉施設10階 TEL045-232-9544 

  

 戸塚宿とさくらの柏尾川を歩こう 
 横浜みなみガイドボランティアの会    

徳川家康の側室・於万(おまん)の方と縁

の深い清源院、澤邊本陣跡、お札まきで有名な八坂神

社、桜並木の柏尾川プロムナードを歩きます。 

●3月28日(木)午前9時(JR戸塚駅橋上改札前集合)～12

時30分頃(解散予定) ●30人（７㎞程度歩ける成人） 

●500円 【申込み】3月23日(土）必着のはがき・

FAXで横浜みなみ ガイドボランティアの会（〒232-

0024 南区浦舟町3-46 みなみ市民活動・多文化共生

ラウンジ内レターケースA-46 FAX045-261-

7701）へ 【問合せ】同会℡045-261-7701 

  

 学習支援のボランティアをしませんか 

  さくらんぼ（横浜南 外国につながる中学生の 

  学習支援グループ） 

日本語を母語としない子どもたちは、た

とえ日常会話ができても、日本語での授

業についていくのは大変です。子どもた

ちに寄り添って、学びのサポートをする

グループを立ち上げました。１対1を基

本に、日本語で中学生の学習支援をします。一緒に活動

しませんか！ 詳しくはお問合せください。 

●毎週火曜17時～18時30分 ※5/14開講 ●浦舟コ

ミュニティハウス 【問合せ】佐分利℡045-260-

9028 ✉ yutaka.saburi@m.email.ne.jp 

 

 パソコン手習い塾 
  横浜ITサロン本部     

ワード・エクセル・インターネット・電子

メール・写真の取り込みなどパソコンのこと

でわからないことがあったら、「こんなこと

で…」と思わずご相談ください。 

●第2木曜、第3・4金曜10時～11時45分 ●みなみ

市民活動・多文化共生ラウンジ ●1回500円 ※予約

不要・パソコン持参で  

☆暑中見舞い講座（6月）、スマートフォン講座(時期未

定）も予定。詳しくはブログhttps://blog.goo.ne.jp/

yokohamaitsaronでお知らせします。 

人権のことを子どもに伝える大切さを実感しています。ご依

頼に合わせてプログラムを組み立てます。詳しくはHPで。

【事務局】℡045-730-3325（火・金14～16時） 

 1998年から横浜を拠点とし、神奈川県内を中心に学校・保育園・幼稚園・児童養護施設などで

CAPプログラムを提供しています。2005年４月には法人格を取得しました。子どもたちが安心な

毎日を過ごすことができるよう、CAPワークショップ・気持ちのワークショップ・ALOHA KIDS YO-

GAを展開しています。 

子どもたちが暴力の被害者にも加害者にも 
傍観者にもならないために 
  ◆特定非営利活動法人 CAPかながわ 代表：細川一美 

 

★就学前ワークショップ  
子どもの等身大の人形を

使って 、知らない人に話しか

けられたときに何ができるか

を学びます。 

 

更新版を発行します 街の先生ガイド 
さまざまな知識や技術・技能をもっているボランティア指

導者「街の先生」をジャンル別に紹介するガイドブックを

更新します。ラウンジホームページでご覧いただけるほ

か、区内の地区センター、コミュニティハウスなどで閲覧

できます。 

CAPとは 

「Child Assault Prevention」(子どもへの暴力防止)の頭文字をとった

もので、アメリカで開発されたプログラムです。子どもたちに

自分自身の持つ権利を伝え、その権利を奪おうとするいじめ・

誘拐・性暴力などあらゆる暴力に対して、心とからだと知恵を

もって“自分を守るために何が出来るか”をともに考える具体的

で実践的なプログラムです。 

 子どもたちの力を信じ、自信と勇気を引き出すようにワーク

ショップ形式ではたらきかけます。 子どもたちが暴力の被害者

にも加害者にも傍観者にもならないために、おとなにも子ども

にも自分と他者の人権の大切さを伝えています。 

 ★気持ちのワークショップ 
うれしいと思う気持ち、いやだな

と思う気持ち、いろいろな気持ち

を感じあい、伝えあいます。 
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